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VDiDong-fang助教授(北 京 大 学 ・
中国)の 短 期 招請 につ い て
文学部教授 大 塚 初 重
1995年度短期招請 プログ ラムによ り、中国北京大学考古系副教授の斉東方氏は、
1995年7月3日に来 日し8.月3日に帰国 した。
斉東方氏は1984年以来 、北京大学考古系 の教員 スタ ッフとして、三 国両晋南北朝
か ら陽暦時代 におよぶ考古学 ・美術史 の研究 と教育 にかかわ ってきた研究者である。
と くに1972年に 日本で発見 され た奈良県高松塚古墳 の横穴武石御内に描 かれた壁画
に関 し、古代 中国 の絵画 との関係に注 目して多 くの論文 を発表 している。 また1985
年 か ら88年にわた って調査 された奈良県藤 ノ木古墳 出土 の馬具 についても、 とくに
全銅製鞍金具 を中心 と した古代 の 日本 ・中国 ・朝鮮 の馬具 との比較論 を展開 し、日
中両国 の考古学界で注 目されて きた。 日本 の古墳時代研究 にっ いて、 これ までにも
韓 国の研究者 による業績は数多 く提 出されてきたが、中国考古学界 の研究状況 につ
いては、なお不明確な点 も多 く、斉東方氏 の招請 によってこの点の解明がで きるも
のと期待 していた。
斉東 方氏 は来校 された第一 回の講演 を7月11日に大学院校舎 第一会議室で実施 し
た。専 門分野 にわた る 「藤 ノ木古墳馬具論 」と題 す る講演 は、1985年に奈良県斑鳩
町藤ノ木古墳か ら発見 された馬具 にかんす る日中比較論 であ り、在京 の各大学研究
者、大 学院生な ど多数が参 加 した。
斉東 方氏 の日中馬具比較 論は、藤 ノ木古墳 の出土 馬具 の中で も金銅製 の透 し彫 り
文様 を有す る把手 付きの鞍金具 の評価を中心 とす るものであった。 日本 の考古学 ・
古代史 および美術史学界 では、その流麗 な飾 り文 様 と製作技術 な どか ら、中国南朝
制作説 、南朝製 作後 に朝鮮 の百済 で改造 したとい う説 、さ らに新羅製作説や中国北
魏製作説 などが提 出されていた。
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この鞍金具 の鞍橋(く らばね)を 飾 る亀甲つな ぎ文 とその内部 の竜紋 ・怪獣紋 ・
対風紋 ・獅子紋 ・忍冬紋 などは、中国の南方 、北方、朝鮮半島の高句麗、百済、新
羅 と日本 の考古資料 に見 られ るので、製作地 について多様な見解 が提起 されていた。
日本 の考古学研究者 の多 くは、鞍 の製作技術 が高度 であ り他の古墳 出土鞍 との比較
上 か らも、到底国産 品とは考 え られぬ ものとい う見 解を とっていた。 ところが斉東
方氏 は、 この馬具文様 は中国北方 に起源 を有 すると しなが らも、馬具 自体は中国製
作 品ではない という見解 を提 出 した。
斉東 方氏 は まず中国における乗 馬の風習が春秋時代(紀 元前8世 紀 中頃～紀元前
5世紀 中頃)に 開始 され、と くに騎馬用馬具 の変遷 と画期 を論 じ、西暦6世 紀が中
国の馬具 と くに鞍 と鐙(あ ぶみ)に 大変化がお こることを指摘 す る。 また南北朝時
代以前 の鞍 と以後の鞍 の変化が 「高鞍橋」(た か くらばね)の 後輪(し ずわ)の 傾
斜 にあることに言及 し、 「後輪傾斜鞍 」が中国では6世 紀以降に出現す ることを主
張 してい る。
斉東 方氏の指摘す る問題 点は以下の ごと くである。
(1)藤ノ木古墳の馬具 は6世 紀 以前 の中国の 「高鞍橋」の特徴を留 めてい る。中
国の6世 紀 以降に見 られ る 「後 橋傾斜鞍 」や新式の鐙 と壷鐙は中国では未発見
で ある。
(2)豊かな装飾 のある藤 ノ木古墳の馬具は寸法が大 き く、同時期 の中国の馬具 と
は異 る。
(3)藤ノ木例の鞍 には円管状 の把手が付 いてお り、中国 ・朝鮮 には類例がない。
(4)この把 手の両端 に付い てい る濃紺色 のガ ラス と藤 ノ木古 墳 出土 の玉纏大刀
(たままきのたち)の ガ ラス玉 と共通す る。 中国 には こうした例はない。
以上四 点にっいての比較研究 を紹介 した上で、次 に馬具 を飾 る文様 の比較論 を展
開す る。斉東方氏 は藤 ノ木古墳 の馬具 に表現 されてい る極 めて豊富な文様 を分類 し、
獣首人 身像 ・亀甲紋 ・竜紋 ・穿壁紋 ・怪獣紋 ・対風紋 ・獅子紋 ・忍冬紋 ・魚竜紋 な
どとす る。 これ らの文様 は中国および朝鮮半島に多 くの類 例が あることを論 じ、 と
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くに藤ノ木古墳 の馬具文 様は、中国北朝 と朝鮮半島の作風 によ り近 く、中国を起源
とす る同一 の文化 系統 に属 していることを指摘す る。また6世 紀代 の中国の仏教芸
術 の特徴 を論 じ、その題材 が一つ の遺 物の中で伝統 的な中国の文様 と混在 す ること
が ないのに、朝鮮半島 や日本 では混在 して表現 されているとす る。 と くに藤 ノ木古
墳 の鞍橋 の文様 は 「こ った煮 」の状態で表現 されてお り、 さまざ まな文 化の集合体
で 中国起源の文様 にさ らに新 しい創作が加 え られた ものと考究 している。
漢代以来の伝統 である獣首人身像 ・竜紋 ・穿壁紋 ・怪獣紋 ・風紋 と仏教芸術 に属
す る獅子紋 ・連花紋 ・忍冬紋 ・魚龍紋 などが、すべ て組み合 わされ るとい うことは、
当時の中国では考 え られず、 日本 で製作 された可能性 の高い ことを指摘 している。
さ らに斉東方氏 は中国の5世 紀 に登場す る古式 の馬具の中か ら轡(く つわ)の 鏡板
を とり上 げ、5～6世 紀 の朝鮮半 島の天馬塚古墳 出土の鏡板 ・杏葉な どと藤 ノ木古
墳 例との比較 を通 して、天馬塚古墳例が 中国 ・朝鮮半島 と日本 の間の過渡 的段階に
あることを主張す る。藤 ノ木古墳 の馬具が朝鮮半島で製作 され 、 日本 に もた らされ
た可能性 も否定はで きないが、多様 な文様の 「こ った煮」状況 か ら見 ればやは り日
本 の工人 の手 にな るものと考 え るべ きだ と結論づ ける。中国の伝統 的な思想 に束縛
されずに馬具 に装飾性 を与 え るため、外来文様 を自由に組 み合 わせたのが藤 ノ木古
墳 の馬具 の特徴だ とした点は、 日本側の研究者 に大 きな波紋 を投 げか けた。
東 ア ジアの古代 を舞台に した馬具論は、 と くに思想的表現で もある装飾文様 の変
化 と受容 を中心 とした比較論 の展開で、研究 の新段 階に入 った と考 え られ、 日本 の
考古学界 に強い刺激 を与 え る講演 であった。
第二回 目の斉東方氏 の講演 は7月19日に明治大学12号館1242教室 で 「唐代古墳壁
画 と高松 塚古墳壁画 との比較研 究」 と題 して行なわれた。各大学研究者 と大学院生
お よび学部学生多数が聴講 した。
斉東方氏 は発見以来 、す でに23年を経過す る奈良県高松塚古墳発見の壁画 を考究
す るうえで、中国惰唐時代 の墓 室壁画 をと りあげ両者 を比較す る方法を とる。西暦
6世紀末葉 か ら7世 紀 中葉 の惰か ら唐初期(581～649年)の画題 と画風 について紹
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介 し、唐高宗かb武 則天時代(650～704年)7世紀後半 か ら8世 紀初頭、唐中宗 か
ら玄宗 にいたる8世 紀前葉(705～742年)、唐玄宗天宝(742)以後 とい うよ うに四
期 にわた る時代区分 に従 って論述 された。中国惰唐代 の墓室 の規模 は大 き く、陳西
省乾 県 にあ る唐永泰 公主墓(706年)の 墓室 は、裏 道 を含 め る と全長約80mに も
達 し、高松 塚古墳 の2.7mとい う墓室 の長 さとは大 きな相違 が ある。 しか し描 か
れてい る画題 については四神 ・人物像 な ど共通 してい るので、 これ ら壁画 の表 現 に
ついて詳細 な分析が行 なわれた。全般的 に高松塚古墳 の壁画 はシ ンプル であるとす
る斉東方氏 は、四神紋様が戦 国か ら青龍 ・白虎 と して産 まれ後漢代に僻邪免災 や方
位 を示す四神 として定着す る歴史 的経緯 を説 きなが ら、墓室天井部の星宿論 にも及
び高松塚古墳 の壁画 の源流が中国 ・朝鮮高句麗 にあ り、高松塚古墳壁画 は古代 東 ア
ジアの墓室文様 の東辺 に流行 した ものと捉えている。高松塚古墳 の人物像 の表 現細
部 にわた った唐代壁画 との比較論 は、壁画表現 の緻密 な分析 を行 った うえで、婦人
像 の裳(ス カー ト)の タテ縞紋様 が幅広 から狭 くな る傾 向、婦人 像が手 に持つ如意
が払子(ほ っす)、 さらに団扇 な どの表現が唐代墳墓 の壁画表現 と、 きわめて共通
す る特色 のある ことを強調 された◇
高松塚古墳壁画に描 かれた男子像 にっ いても、そのスタイル と手に持つ器 物 とか
ら、明 らかに唐代壁画 の影響 と断 ぜざるをえない とす る。 中国 においては6世 紀末
頃か ら8世 紀 の中頃にかけて男装 の女性が出現す る社会現象 にふれ、中国の壁 画表
現 と高松塚古墳 の人物像表現 との関係 に も言及 したが、高松塚古墳 の人物像 につい
て具体 的な指摘はなか った。
高松塚古墳 の石榔 や一部の出土遺物 を観察すれば、高級貴族層 ここでは皇族 を も
含 めて地位 の高い人物 の墳墓 である ことは明 らかである。全体 に唐代墳墓の 「出行
儀杖」の図 の省略 した図 と考 えてよ く、高句麗壁画 との関連性が説 かれて もい るが、
壁画の系統 と しては中国に源流 があ り、天蓋 に描かれた連珠文 な どもペル シャ、サ
サ ン朝 系統 の文様であ り、西ア ジア→ 中央 アジア→ 中国シル クロー ドを通 じての文
様 の展開 と考えてい る。
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高松塚古墳 の築造年代 を考えれば、おそ らく朝鮮 の高句麗 ・百済か ら渡来 した画
師集団が、唐代 の中国絵画の粉本 な どを通 して学ぶ機会があ り、7世 紀末葉か ら8
世紀初頭の年代が与え られ る高松塚古墳 の壁画 は、画風 が中国 に源流が あると考 え
ざるをえない。
以上が斉東方氏の第2回 目の講演内容で ある。
第3回 目は明治大学 の考古学専攻 の大学 院生 と学部学生のセ ミナーと して斉東方
氏 の問題提起 とそれに対す る質疑形式に よって行なわれた。1995年7.月24日に山形
県東置賜郡川西町下小松古墳群 の調査 現場 の宿舎 で実施 された。 中国考古学界 と く
に北京大学考古系 の発掘調査方式 および具体的な問題点の指摘が あ った。文部省科
学研究費補助金 による日本 の考古 学の学術発掘調査 の実態 の中でのセ ミナーであ り、
日本 と中国 との共通する部分 と異 な る部分が鮮 明 とな り、斉東方氏 ・明大大学院生
双方 にきわめて有意義 な内容であ った。
きわ めて印象的であ った ことは、明治大学(こ の場合 、 日本の大学 では)に おけ
る考古学 の発掘現場 での教員 と学生 との一体 とな った共同研究意識 と体制 とは、ほ
とん ど中国の大学には見 られぬ ものだ った らしく、中国の大学での尊敬 と威厳 の姿
の教授 た ちと、学生 と寝食を ともにす る明大 の教授た ちとの差に大 きな カルチャー
シ ョックを受 けたよ うであ った。
以上が北京大学考古学 副教授 ・斉東方氏 の短期招請 の報告 であるが、野外調査 を
含 めて の三 回にわた る講演 とセ ミナーは、明治大学 のみな らず 日本 の各大学に とっ
て、きわめて有益な研究視点 と評価 を与え たとい う点で、有意義で あったと云え る。
以上
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